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電話交換機は,一般になじみが薄く,部品点数が多い

のと,配線の複雑さのゆえにか,非常にとりつきがたい

ものと思われている｡.したがって,これを設備しようと

する需要家にとってほ,発注するにもどのようなことを

条件として指定したらよいのか,またどのようなものが

自家に最も適したものであるのか,選択に困る場合がし

ばしばである｡

本文ほ,交換機を求めようとする一般需要家の担当の

方々に,どのようなことを着限していただければ,必要

な条件がもれることもなく,環境に最も適した経済的な

交換機を購入できるかを

備計画について記述した｡

明するのを主眼点として,設

2.回 線 計 画

交換機を設備する場一合,佐川する人々の意志の疏通を

はかる交換機が,いかなる範囲内の加入者の通話伝送路

を作成しなければならないかが,最も重要な条件である

ことほ論をまたないところである｡

この条件を諭ずるにほ,まず加入者の意志の疏通状況

を示す系統図を作成しなければならない｡

2.1系 統 図

交換機の交換する範囲が,一つの構1月の性祁ならばあ

まり問題にほならない.｡

本店のほかに,支店や二1二場などが離れた場所にあって,

これらの間も交換しようとする場合,■また-一般公衆の電

話との通話もある場合にほ,これらも含めて系統図を作

成する｡

弟1図ほ,本店のはかに友店があり,一般の公衆の電

話局との関 性を示した簡単な系統図の-･例である｡

連絡線は,電.訴局との間を局線,支店との間を外線と

呼ばれる｡

鉄道会社もしくは電力会社のように,支店などが広い

*
日立製作所戸塚工場

凍店の皿人名

支店

第1図 系 統 図

電話屋

地域にわたって散在するような場合は,系統も複雑とな

り, 路線も星状や網状など,地域によって種々の

を呈し,大々的な回線網計画が必要となってくる｡

2.2 回線の種類

第1図の系統図で例示したように,構内交換機ほ大別

して3瞳の回線を収督する｡

本店自身の加入者に接続する加入者線,電話局に至る

局線および支r占に至る外線である｡これらの回線の系統

における相関性を論ずる前に,この各回緑の内容を調

査する必要がある｡

2.2.1加入一着線

構内の加入者(内線加入者)は,まず局掛こ接続し

て通話可能な甲加入者と,局線にほ接続できない乙加

入者の二程に分けられる｡

局線への発仙土,度数料を徴集されることほ周知の

とおりであり,また甲加入者にほ,電話佐伯料を課せ

られるので,局線へ発信可能な甲加入者の数を,制限

したほうが経 される｡



ゆえに内線加入者は,その職務内容に応じて内線相

互通話,外線との通話,局線との通話のうち,いずれ

が多いか,その割合を調査して,甲,乙に分離すること

が好ましい｡また最近 では` 々公社において,ZZZ

装置が採用され,近距離の市外も自由にダイヤルで発

信でき,一通話時ごとに対地の距離に応じた料金を複

数登許するようになったので,この近距離市外へほ,

たとえ甲加入者といえども,発信するのを停止するか,

一部の甲加入者のみ近郊市外への発信を可能とする必

要が生じてきた｡上記は,局線接続の穐別による分類

であるが,このほかに加入者繰の使用法により次のよ

分に
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一般にほ,単独加入者として,1対の加入者線には

1個の電話機が収容される｡L-かし社宅のように,呼

びの数の少ない加入者の場合にほ,1対の線路に2加

入者もしくほ,それ以上を収容して共同加入者とし,線

路費を節約する｡また鉄道などの場合,線路に沿って

1対の線路がある場合,途中の数箇所の電話機を逐次

収容して連接加入として坂扱うことも可能である｡一

般に線路費は,高価であるので,呼びの数の上からも許

容されれば,このようにして線路の利用率を上げる｡

2.2.2 局 線

局線は所属電話局の方式により,対自動,対共電,

対磁石に分類され,また自動局にほ,ストロージャ方

式(A形),ジーメンス方式(H形),最近ではクロス

バ(ⅩB)方式があることは周知のとおりである｡こ

の局の方式により局線と構内交換機と間に設備される

局線回路がいくぶん異なるので注意の必要がある｡局

繰を 由する通話ほ,構内交換機よりの発信と構内交

換機で受ける

路は,

信があるのは当然であるが,1対の線

線が10回線以~~卜の場合には,発信にも着信に

も共用される｡局線が10回線以上になると,発着両用,

発信専用, 信専用の三榎に分野iしても ばれる通話

の量にほ大差なく,局線回路が経済的になる｡

2.2.3 外 線

外線とは,はかの構内交換機との問に設ける連絡中

継線路であるが,この外線は,私設する場合(私設線)と

々公社より線路を借用して,専用線を描いる方法が

ある｡鉄遺,電力会社などを除いてほ,一般i･こ線路の

本数も少なく,小規模であるので専用線が経済的な場

合が多い｡この外線は,相手■ガの構内交換機の方式iこ

より分類される｡すなわち相手方は自動式か,共電式

か,磁石式かの三種である｡当方の構内交換機が日動

式である場合には,相手方が自動式なら,もちろん相

互に加入者ダイヤルで呼出を行うことができる(ダイ

ヤル発信,ダイヤル着信)｡この相手■方が共電,磁石
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の手動の場合は,こちらが自動式のとき,加入者がそ

の相手,手動局の局番をダイヤルして,相手扱者を檀

接呼び出す(自動発信)方式が一般に用いられるが,

回線数が少ないときほ中継台に虜凝を依板する(小継

台発信)方式として,回線の能 を上げる方法がとら

れる｡相手方からの呼江i方式ほ,手動台にダイヤルが

付加できれは こちらの加入者を直接呼びⅥ=./(ダイ

ヤル着信)中継台の扱者をわずらわさないようにする

ことが好ましいが,ダイヤルが付加できなけれは■-い継

台を経由して,加入者を呼び出す方式をとる(中継台

着信)｡また線路の伝送形式によっても分類される｡

すなわち,距離と回船束により 国税か,幻影;姉娘か.

搬送何繰か,マイクロ阿線かのいずれかが使用され

る｡

2.3 回線数と呼量

2.3.1内線電話機の数

内線電話機数は何個ぐらいが適当であろうか,--･人

で1個の電話機ほぜいたくであるが,それかといって

1電話機あたりの使用者が多すぎれば,電話機を使う

のに何分も待たなければならなかったり,いちいち席

を立ったりしなくてほならず,またその 請機を呼ぼ

うと思っても,話中が多くてなかなか呼べなかったり

して,事務能率があがらない｡すなわち,呼の発生源で

ある使用者の数と,呼びの程度(呼競)と,`l宣許機数

ほ待接な関係があるわけであるが,普通部務所などで

は,平均2乃至4人に電話機1偶の割合である(二･)

2.3.2 呼 琉

呼量は普通HCSという単位で表わされるが,1HCS

とほ,1時間(1日のうちでも最も忙しい1時間Jに,

一つの電話機で1分40秒の話を1恒けJこう場合をいう｡

1竃£評機あたりの発仁の呼量は,1～3HCS糧度が

好ましく,それ以上にすれほその電話機の話中率が増

加して,せっかく交換機は十分なものを設備しても,

全体としての,話中遭遇率が多くなってしまう｡

それからこの呼ほ,どこにむかって流れるか,この

流れを把綽しないと,これらをほこぶ

換磯の設定ができない｡

たとえば,電話機の発信呼最ほ

内線電 機へおのおの仰%

に和当する交

線,外線,ほかの

度分門己されるか,推定を

行う必要があるり弟】図の系統図の本店についていえ

ば,第2図のような呼ら~ミニの流れの図ができることが好

ましい｡

aほ,内線よりの総発信呼圭一1呈二で,これがbのJ.-i線への

発信,Cの外線への発イ言,内線相互の呼蓑のdにタ汁し

る｡内線への縁者信呼量gは,局線よりの着イ一言e.外

線よりの着信fと,内線相互呼~邑dカ 合したもので
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第2図 柄内交換機内の呼の流れ

ある｢このほかに,外線から外線への中継を,本交換機

で行う(タンデム中継)とすれば,その呼量bがある｡

これらa,b,C,d,e,f,g,hが,呼量の単位HCS

で 現されれば,交換機の設備量ほ計算式より求めら

れる｡厳密な推定は困難であるが,b,C,dがaの

おのおの約何%になるか,またd,e,fがgのどの

程度の%になるかは把握する必要がある｡これらほ各

職場によっても異なるので,おのおのの推定から出発

して.全休を推定する｡この呼量の推定いかんによっ

て,交換機の経済悼ほ大きく左右され,また設備が酷

使されて,ただちに増設を余儀なくされたり,あるい

は遊休施設を保有することになったりするので,最も

大事な 項である｡

この呼見や呼の流れの割合ほ,業務の実態によって

も,また季節的にも変動があるので,このようなこと

も念頭において殺もほげい､時期を薫準とする必要が

ある｡

2.3.3 交換機の容:;占:

の発展に伴って電話機も増加し,通話量も増大

することは当然であるので,今後5年後あるいほ10年

後には,電話機を何%程度増加しなければならないか

は大体の予想をつけておくことが必要である｡.これを

交換機のほうでほ容最として表現し,たとえば現在加

入者が500であれば容量を800程度として,将来の発

展にそなえなけれほ,何年か後にはゆきづまりをきた

し,設備の更新を余儀なくされたりするっ

一般にほ交換機は共通となる電源装置,監視装置,

床面積などは創設期のときその容_量分まで準備するの

が普通である｡

3,番 号 計 画

手動式交換機や単一構内の【二1動交換機でほ,加入者の

番号をいかに付与するかはあまり問題にならないが,数

筒所に分れている構内の相互連絡をやるようになると,

種々複雑な問題が出てくる｡

3･1単一構内の場合

一般に局線を有する単一構内の場含ほ,下記のような

番号を付与する｡

局線への発信"0"

扱者の呼山"9"

内線 相互 第1数字Hを1乃至8とし,第2数字

目以下ほ任意｡80回線以下ほ,2数字｡

800回線までは,3数字｡

クロスバ交換機の場合は,ナンバーグループを付加す

れば,交換機の収容端子以上の番号を付加することがで

きるので,凱 諌単位に,官位,十位を割りあてるなど

n由な番号を付与することも可能である｡

3･2 複数の構内の相互の接続を行う場合

数箇所の構内を外線で 給する場合,統一された番号

で呼び出すことが好ましい｡番号には,局番と加入者番

号があり,一つの構内を局とみなし,まず局番(すなわ

ち構内の番号)を,次に加入者番号をダイヤルすること

になる｡

舞3図のように,中心の位置に鮒回線の構内Aがあり,

その左右に50回線の構内B,Cが存在し,おのおの交換機

を有しているような場合,回線数の合計は180回線であ

るので,これらの問を統一した3数字で呼べれば,加入

者の番号の記憶も簡･単であり,ダイヤル回数も少ない｡

各構内は,80r‖†線以下なので加入者番一片ほ2数字となり,

この前に1数字の局番を付して,ダイヤルすることにな

る｡A,B,Cの局番をおのおの2,3,4とした場合,加

入者はどの構内にいても,どの構内の加入者も2××,

第3図 系統図の一例(3箇所の構内交換機の

相互連絡の場合)



3××,4××をダイヤルして呼ぶことになる｡

しかし,特別の装置を付加しなければ,このように3数

字で呼ぶことほ囲難である｡すなわち,BでAの加入者

をダイヤルする場合は,2とダイヤルしたときにBAの

中継繰を捕捉し,以下2数字でAの加入者端子に すれ

ばよいが,BよりCの加入者をダイヤルするにほ,まず

2とダイヤルして,BA中継線を捕捉してAをこ し,次に

4とダイヤルしてCに達し,次の2数字で加入者端子に

到達するのでダイヤルは,24××の4数字となる｡Cよ

りBを呼ぶ場合もおなじく,23××となる｡これを3数字

ダイヤルで行うとすれば,Bには,4××を,24××に,C

にほ,3××を,23××に変換するような 筐が必要とな

る｡これがAほ300い11線,B,Cはおのおの200担1線で

合計700回線となるとさらに複雑となる｡すなわちBよ

りAを呼ぶにしても,Aのいずれの百番号に属するか,

ダイヤルの1数字目も送る必要が出てくる｡この場合番

号を5数字とすれは 特別の装置は必要としない｡

このように番号と設備は,密接な関係を有しており,

番号を節約すれば交換機は特別装置を必要とする｡

4.設 備 計 画

策1表は各穐構内交換機の収矧叫線を表示したもので

ある｡2.3.1項に説明した同線の容昂二を,十分考慮の上,

交換機をえらばねばならない｡

4.1手動式構内交換機と自動式構内交換機の比較

交換機に手動式と自動式があり,手動式には磁石式と

共電式があることは周知のとおりであるが,磁石式は取

扱の不便なため佐一11されず,手動式構内交換機としては

ほとんど共電式である｡手動式は自動式に比べて,接続

の過程に人的錯誤が入る可能性があり,接続に要する時

間が長く,l亜級数が多い場合に能率が落ちる｡また,創

設費は安いが,人作彗がかさむ｡ただし日動 構内交換

機では局線に対して中継台を据付け,扱者を必要とする

第1表 各形式の交換機の適用範囲
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点を考慮に入れなければならない｡

この中継台は,外部(Ji=J線)よりの来訪者に対する受

付けの役目をなすものであり,電話局の番-〉-ナ簿にほ構内

の番号が記載されないので必要不可欠のものである｡ん-)

線に対する発イ.言は,一般に市内通話については,内緑加

入者が"0"をダイヤルして直接発信を行うが,市外通

話は料金の関係もあり,一般に中継台扱者に依頼して発

信する｡

取扱の局線の回線数が少なく,構内線も少なくて,扱

者が構内の交換および局線への市内発信や着イニをさばき

きれる場合や,またJL,)線への発信や,局線よりの着信が全

体の呼からいって非常に大きな部分を占める場合には,

咤々の欠点にもかかわらず手動式構内交換機が用いられ

る｡

構内交換機においては,日動交換機をえらぷべきか,

手動交換機をえらぶべきかほ上記の点を考慮の上,交換

機の容量,扱者の人数などより,創設費,年経費をよく勘

案して,決定しなければならない｡

ム2 SxS方式とX8方式の比較

クロスバ(ⅩB)カ式ほ,日本でほ最近開発された

方式である｡ストロージャ(ST)方式などの段々式

(SxS)に比較して,機構による上昇回転の駆動部分や

摺動接点を有せず,クロスバスイッチを使川し,リレー

式の閑｢調機構と貴金属接点を使用しているので,故障も

少なくて寿命が長く,通話品質もすぐれている｡したが

って保守 くてすみ,年 費が低廉である｡しか

し最も大きな特長はクロスバ方式は共通制御力 である

ので,いったん番号を蓄積し接続を行う｡ゆえにある松

度の判断機能が容易に付加できる｡すなわち鉄道や電力

会社などのように,ある地域全体にわたって回線網を有

し,これらの相互の問を加入者ダイヤルで接続するとい

った場合,迂回中継や4線中継が容易で中継線を高能率

Fこ使用できる上,通話品質も向上され,接統時間も短縮

されるので非常に有利である｡

このようにクロスバ交換機は,構内交換機としても回

線網の一部の交換機として用いられる場合が多い｡

4.3 共電式構内交換検

第2表で無親交換機とは のみの交換機で,接続組

を有していないものである｡単紐交換機は局線が紐のプ

ラグ側に終端されたもので,このプラグを内線ジャック

に挿入して局線との接続を行う｡双紐とは内税も局線も

すべてジャックに終端されているので,これらの間をト1j

端にプラグを有した組で接続し通 を行わせる｡

ポジションダイヤルとほ局線へのダイヤルはすべて扱

者に行ってもらう方式であり,ステーションダイヤルと

は扱者に局線への接続のみ行ってもらい,あとは1勺線加
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分 類

無 紐

単 組

双 紐

形 式

AF-1形

AF-2形

AF-3形

第2表 共電式構内交換機回路容量寸法表

回 線 数(容丑･実装)

15回線1号AA無紐

15回線1号AB無紐

20 回 線 単 組

40回線1

40回線1

40回線1

40回線1

号AA双紐

号A B双紐

号CA双紙

号C B双紐

32号共竃式交換機

32号共`電式交換機(BL)

40 回 線 2 号 C A

40回線2号CA(BL)

40回 線 2 弓･C B

40回線2号CB(BL〕

42号共電式交換機

42号共一慮式交換機(BL〕

80 回 線 2 号 C A

80回線2号CA(BL)

80 回 線 2 号 C B

80国税2-ンユ･CB(BL)

局 線l内 線l接続紐

寸 法 (mm)

前 幅

裸重義二 摘

さ (kg)l (方 式)

5:4
■

15:10

5:5115:15

5:5 20:20

8‥ 4140:20

8:5 … 40=30

8:4 40:20

8:5140:30

5:5 40:40

5:5.40:40

8:5;40:30

8:5 40:30

8= 8140=40

8= 8!40:40

10:10ilOO:80

10=10ilOO:80

16:8;80:40

16ニ 8i80:40

16:16 80:80

16:16;80:80

10:6

10:8

10:6

10:8

10:8

10:8

10:8

10:8

10:10

10:10

20:16

20:16

20:12

20:12

20:20

20:20

880

880

880

880

880

880

880

880

880

880

1,000

1,000

1,000

1,000

1,COO

l,000

1,300

1,300

1,300

1,300

1,400

1,400

1,400

1,400

1,400

1,400

1,500

1,500

1,500

1,500

1,500

1,500

39

-∴･ ヨンダイヤルま

ーションガイ

(ポジショソダイヤル)

(ポジションダイヤル)

注= 表中(BL)とあるのは内線話中識別方法であって話中ランプ式,そのほかはクリックテスト式である｡

第3表 AF形交換機の回線容量と1｣･法表

同税容量 ‥ 寸 法(mm)

内線l接続周路

500

壁掛形

増設およびセレクタユ

ニットによって200回

線程度まで増設可能

増設およぴセレクタユ

ニノトによって1,000

国緑程度まで増設可能

入省臼身で電話機のダイヤルを回して発信できる方式

で,局線への市内通話などが多い場合に有効である｡

4･4 ストロージャ式自動横内交換横

AF形ほラインファインダ方式,50号形は構内交換機

としては一般にラインスイッチ方式の交換機を用いる｡

発†i言加入者を選択スイッチ(セレクタ)に接続する方式

に,ラインファインダ方式とラインスイッチ方式の二つ

の方式があり,一般的にほ非常に呼量が多い加入者に対

してラインスイッチ方式を用いるのが常 であったが,

AF-3形を使用すれば,ほとんどの場合に適用できる｡

AF形ほ第3表に示すように,10乃至20回線のときに

ほAF-1形を,最初50回線 装で,200回線くらいまで

の容量を必要とするときほAF-2形を,100回線実装以

上の場合にはAF-3形を使用する｡

このAFシリーズほ日立製作所が掛こ開発したもので

第4表 50号形交換機の回線容量と寸法表

あり,各ユニットほ箱形になっているので,短時間に簡

単に据付けができ,床面積も通常の6～7割と少なくて

すみ,防塵構造で特別の部 を必要としない｡

50号形ラインスイッチ方式は100回線以上の非常に呼

量の多い場合に弟4表の交換機を組み合わせて使用す

る｡

4･5 クロスバ式自動構内交換機

クロスバ式構内交換機は100回線までをAX-1形,

数100回線程度までをAX-2形,数1,000回線程度までほ

AX-3形を用いる｡接続路はAX-1,2,3形おのおの1

段,2段,4段のクロスバスイッチによって構成される｡

クロスバ交換機の架ほ,高さほ3,500mm,2,735mm,

2,531mm,架幅は956mm,660皿m,558m皿の各種

の寸法であるが,架高は部屋に応じて選択され,普通の

PBX には2,735Inmの架が使用される｡架数ほ付与

される機能によって異なるが,一般には100回線につい



第4図 AF-1形自動交換機の内部

第5図 AF-2形日動

交換機の内部正面

第6図 AF【3形自動

交換機

て2乃至4柴(高2,735の場合)を必要とする｡

4.る 中 拙 台

自動式構内交換機で局線を収容するものについて,中

継台が必要なことは前に述べたとおり

であるが,この中継台は有紐式と無紐

式に大別される｡

無知:式は紐を有せず電鍵抑ボタンな

どの操作によって接続ができるので,

教 の手数時間が短縮される利点があ

るが,プラグ,ジャックにかわる接続

機構が必要であるので有紐式に比し高

価となる｡

台数はいずれの方式も局線10回線程

度に1台の割合である｡

5.占有床面積と天井の高さ

日動交換機を設置する場合,天井の

高さが問題になるが,一般にはケーブ

ル配線の都合上,交換機の床面よりの

試根粒

工具

呂E舟品

-･;

乙君主
錯弁品ド耕

作策士

水i彗

消火芸

/肛u諸掛

構内交換機の設備計画
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5表 占有床面積一覧表 (単位坪)

交 換

機械室 中継台室

休憩室成瀬雇

共電式

02

0
ワ
山

.43

004

40

60台lり
]

■ぎ毒さに加えるに,回線数が少ない場合は約30cm.回線

数が300回線程度以上は約50cmを必要とする｡

はり下を交換機が横切る場合は,この寸法ほはり下に

なるので注意を要する｡

占有床面積を 記すれば弟5表のようになる｡

なお,床の荷重は1m2あたり500kgないし1tである｡

る.構内交換機に付随する設備

構内交換機に付随する設備を図示すれば弟7図のとお

りであるが,主なものについて

d.1電力設備

明する｡

通話用および駆動電源として,直流

手動交換機でほ24V電池,日

源を必要とし,

交換機では48V 池で

ある｡ただしAF-1形甘動交換機ほ24Vである｡このほ

かに信号電源として16サイクルを用い,手動交換機でほ

通常容量が少なくてすむので静止形を,自動式交換機で

ほ車1転形を月れ､ダイヤル晋と話中青もこの発電機から山

す場合が多い｡この信号電源ほ普通桶川周波, は時

=

ほ鼎

l
l l

----------1----一一一-----､脛鞋竃.

l

_..に.l

〃

ぐ招毒軒1肌/

酌

を¢

当焚慧寧-一一一一過‥≡5l司ま＼

-_一一一一一一一---(Pβメ設備ト【-一一----一一…--一一一=【-｣

第7図 構 内 交換機 に 付随す る 設 備
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有税電気通†言法

〔昭和28年法律第96号)

公衆電 気 通信法

(昭和28年法律第97号)

有線一電

第6義 解内交換機の法規に関す る一覧表

有 線 電 気 通 信 施 行 令

(昭和28年政令節130▼弓･)

ーイJ`線 電 気く過 イ言設 備 令

(昭和28年政令節131号)

気通信法および公衆電気通信法施行法

(昭和28年法律第98号)

公衆電気通f言法施行 令

(昭和28年政令第132号)

ー電 信 電 話 営 業 規 則

(昭和28年公社公示前150号)

_構内交換設肺専用設備端末機器などの技術基準に関する規則

(昭和29年公杜公示第31号)

特殊接続構内交換設備などの技術
基準に関する特例

(昭和29年公社公示第31ぢつ

一括内交換設備工事担任者認定規則
(昭和28年公社公示第153-りう

有線電気通信施行規則

(昭和28年郵政省令第36号)

有線`rE気通信設備令施行規則

(昭和28年郵政省令第37号)

公衆電気通†言法施行規則

(昭和284｢郵政省令第38シ‡)

構内交換機設備などの技術基準に
関する規則の実施要綱

(昭和31年電管211号)

構内交換電
設備端末機

用専程び規よ定お通

日
柑
ロ
m

札凧定定

ヒ
日
ヒ
日

詰器

(昭和29年総裁第84号)

公衆電気通信法などの制定に伴う
構内交換電話の事務処理について

(昭和28年電特質第962号)

構内交換電話標準実施方浸:

(昭和28.2.23制定) l

直流により駆動される｡

d.2 本配線盤

話機からの酉己線を交換機に入れる前に整理する配線

盤で,50回線以下のような小容量では壁掛形の端子函

を,それ以上では据付形の本配線盤を用いる｡電話機へ

の配線が屋外を通るような場合は,未配線盤に避

つけこれを経由する｡

器を

る.3 試験棟器,保守用工具,予備品類の付属設備

日本電イi一二言電話公社技術基準にも決められているが,交

換設備に応じてこれらの機器を備え,保守を行う必要が

ある｡

7.交換機の保守

保守とは,交換機を良好な状態に維持し,また加入者

の呼の生成発展の状態を監視して,機柑が平等に使用さ

れるよう呼の配分を行うことである｡

この交換機の保守のやり方には,予防伏全,事後保全,

監査保全の3種類がある｡鼓近ほ交換機の障告も非常に

少なくな･ってきているので,ある障告率以上となり,管

理限界に した場合,必要な 験を行い,子を加lえる監

査保全が行われるのが普通である｡

交換機ははかの電気部品と同様湿気と魔境をきらうの

で,環境には特に注意を必要とする｡

保守は自家でやるほかに,日本電信電話公社や保守会

社に依託しての保守も可能であり,小容量のものについ

ては後者の場合が多い｡

8･構内交換轢に関する法規

構内交換機に局線を収容して公衆の電話と通話する場

112

合,一般公衆通信を行うことになるので,公衆電気通信

法,有線電気通信法などの法規の制約を受けることにな

る｡これらを一覧表にすれば弟d表のようになる｡これ

らは非常に多岐にわたり複雑なものであり,要約するこ

とほ困 であるが,常識的な事項をあげれば次のような

項目がある｡

(1)構内交換機の建設,保勺往こ関してほ

(i)公社による直営

(ii)自家で行う日常

(iii)日常設備の保守を公社に委託する

の三穫が~‖J能であり,日常の場合ほ"構内交換設備な

ど日常山川l喜"を,電話取扱局に提出しなければなら

ない｡この届出書にほ工

図,構内配置図の

設計明細書,設備機器配置

付を必要とする｡

(2)公衆の電気通信業務に支障を及ぼすことを防止

する観点から,構内交換機は技術基準(構l斗交換設備,

専用設備端 機器などの技術基準に関する規則一昭

29･3･31公社公示第31号,その他)に適合しなければ

ならない｡

設備の設置,変更のときは公社の竣工

ければならない｡

また公社の認定を受けた工

験を受けな

担任者でなければ設備

の建設,保守には従事できない｡

(3)技術基準には次のようなことが規定されてい

る｡

(i)構内交換機の具備すべき一般的条件

(ii)構内交換機の設備設計の条件

(iii)構内交換機用品ほ公社の指定仕様卦こ適

合するものであること,仕様者以外の用品につ



いては,川｣_1J1.献品緋を根=すること(

などである｡

9.調 査 表

構内交換機挽謂珊する場合,ノぷ要者においてどのよう

な点に注意していただければよいか,以.上位々述べてき

たが,これらを調血 とLてまとめれば舞7表にホすと

おりである｡構内交換機の計画を_､ンニてられる場合には,

この調査表に必要車墳をふ人していただければ,製造者

として音波署のぷl¥1が川=唯となり,兄軋設計が行易であ

り,ひいてほ最も条件に適し.た仙パ交j則幾が選択できる

と考える..

須7人 相1lノっ女抽ノ機 の.川 戸｢ノミ

暇

仙ノ巾封作甚m什湖山昭二夫

llZ用l Tl JJ 口

軟式会社l_トい製作用

別品イfまの定恢機にl_封し.,暮1~Li｣の･仙■-=こついて御放小卜さい｡

1.l･-1裾放(川触独を.i-J人l一て卜さい〕

内 線IJ.,〕
回祝数

乙l.汗仁花信
___麺__
叫州恒

2.1勺鮎の種即

2.1Ⅰ=加人署(該コ現‖以朝は消しで1､`さい〕

市外仁1劫上潮旨発仲平しZZZ呼)けIl二階能をf･j･加する｡

加入諸~の一部に什〟再-る川1外刑.汗｣能国税実装/む;-t

/)付加しない.｡

J■■)番の･挑を限定して付加するし〕
2.2 乙加入者

(1)山根数(回線数をi妄~己人して卜さい~)

弊_竺叫讐
尖装l

ナ≠【一i:

共i叶連接
私 _ゴL丘又専川

l旬粗壁_坦

し2J連は鮎の靴別(.該1項rlのIl機上放を.記入L-て下さい)
a 自助連は

一連接練の最人加入者 8山人

t;瀞l】ノミ小=~,一剤旨く†,他宗使川.)

国緑

b 磁イl◆連接

国緑

し3)私設l力線,:≠糊付触の船路の灘灘と距離もしくほ緑路摂
抗

3.所榔に詣局の局名と山武

l､引

出動式(ノ1形,Il臨XBプノ式ノ

共滝式

磁了_｢.℃

4.外観の睦類

4.1私設縦,一軒川鰍ザいずれか

4.2 カ路別の呼汗.方式

〔1)自動式構内交換機の場合の外鋸の呼Ⅲ方式し国線数を記

入して~Fさい)

f勘句交挟機の設術計両

カ式jダイヤ

聖堂土[享
ダイヤ

ル着信

1521

ナ1ミ:1発茄机とほ御.一油川(B/W) 発†こ拍川し0/G)

拙.二川川り/C)の区分で記入して卜さいし

〔b)糾り縦の触路力式(如こ云己り･で.i■己人して卜さい〕

尖l叫緑〔略記);一 口)

幻膨1瑚規(憫㌫月･Ⅰ))

搬送Ir~】1祝し略`記り▲C)

(2〕ルはノーし仙人】交換機の場合の外緑のIJ抑■.ノん〔し国税数を.i~J

人して卜さい)

ダ イ ヤ ル 発 い

lけ沈ルーーブ呼=んぺ __

16ヘノ呼･Ⅲ ノノ式
____

5.回線羞机図

ノー1ユ槻および外緑の上触rりなイこ統lスl

6.呼

6.1叶｣_辻 夫

(a〕l勺緑の発J■'■~･†.川端二川卜一/

発差別=勺娘の純別肋線一外鰍l勺裸

1】(∵ぃて‖J人して卜さい)

J.崩新内相一外矧
‖ト

~

しb)外紙のタンデム小柳引.1:

絵岬;王;ニ ーtCS

もし/くほ外緑の絵プ己詔イ.抑:.1の

〔c)lい継子r呼:.1二

(内税一小継子r一外緑1の待‖Lぺム｣■び川咽式

発斎†.i呼量
6･2 呼罷衣として表現困難の呵

〔乙1)内線の一心話機敏

性 別r一甲独使用

車
務
所

⊥場

甲乙

里乙

11(二S

機講暇人

(b)両紙の発f言の割合

l称観相~斤
___

バ己緑発†言

外触発イ｢‡

｣Fリ
__壁____川人/-■㌫謝華人/-.㌫請機

%
%
%

7･番り･計画(御希望の条件を記ノしして下さい)

単一-･構内の時

複数構内の場合

J一石緑への発信 0

扱者の呼｡-【1 9

内 税 仙 二/J二

その他特に必要な串柄

J..)番 -り･
山人者番-り･

8.方 式

8.1打払武構内交換機

(a)ストロジャーカ式

より

50リノIう

AF-1形

AF-2形

AF-3形
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(b)クリスパカ~式 ノ＼X-1

､＼-､1
AX-3

8.2 手動式構内交換機 ∠地式

9.■l一 系匪･台

9.1有紐式,無紐式のいずれの方式か
9.2 回線容量(回線数を記入しで卜さい)

(1)座席数

1▲l.保1こ｣lj郁■㍑(.肴~望されi川~･蚊を.心M甑､ます)

了川り分tjl正一制よ2く卜mlウナと寸る)

15.火の他のふ彗･1月~i
… 妬こ希望され㌫刷映磯机

｢2〕非楷川す肘E淋しガソリンまたほディーゼルエンジン)
不要

丹)交横臥設置の∠ゝのエーJう二

■.臣掛機などの配緑二Lニカニ

10.結 言
(2)複式方法(不要のものほ削除する)

局 線 席複式

内 観 席複式,3パネル複式

私設鮎 第1席のみ,席複式,む複式

10.根気l的条件

電托 4g工…v 24±書Ⅴ
(最大内線ループ)｣-(故人局緑ルーブ)抵抗

(最小内線リーケージ)+(最小局緑リーケージニ)j舶rL

ダイヤル速度 10±2imp/sec メーク比 33±3%

通話減衰並 1,000へバこおいて 2dl)以卜

漏話減衰牒 1,000､ノにおいて 65db以.L二

11.便什=幾祁(御希望の条件をよ人しで卜さい)

リレー 単一形接点を使川する

双子形接点を使川する

12.機械室の人きさ∴温度,鞘庖

機器運搬の際の人‖の面積(最小)

床の面積

天井の高さ
_ _m

梁卜

空気調整設備 有,無 除iも芭機有,無

温度および湿度 8C～_._._【OC, %～

･･い

-ご

､･=∴∴

13.一.塩 瀬

13.1直流■電源(相当文才をLでLl【1み,希望数値を吉｣人願い患す)

唱池≡羞吉
AII

整流訴 人力
______

Ⅴ

浮動充電方式か

Ⅲ力 A

13.2 信号促源(該当項日に○印,

常

電動発電機

電動発`電機

電動発`〔-E機

予

力ぺ

必要数字を記入して下さい)

備 考

【W交l白.両用.一息勃発電機__W直流専川･-=許淡白豪
W交直l前行H卜電動発∫.宣機W交底両用人容出自夏

_W直流抑E動発電機Wl柵馴;告墓～よ生絹W血流･別刃リ レー式
W

静止傭混沌･機 W 磁石発'電機

小容茹

共電式,磁石

矧ノ車封則幾を詳述しなけれほ,設備.汁両け紬満を諭ず

ることができないが,概要を述べたつもりである｡

ただし,特殊なサービスむ捉供する宅内装;乱

詔などや, つに‖′■矧線

するので,別の

てほその糾･那の説別も必安と

会にゆずりたい｢=技師の進歩によって

採川する機種もし次長されてくるので,設備.i■州も逐次進

歩すべきであると考える⊂

(】)

(4)
(5.)

(6)
(7)

(8)

(9)

し12)
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